
　

花
鏡
と
い
ふ
秘
伝
書
が
世
阿
弥
に
よ
つ
て
作
ら
れ
て
居
た
と
い
ふ
こ
と
に
就
て

は
、
吉
田
東
伍
博
士
が
十
六
部
集
序
引
の
中
や
、
禅
竹
集
の
歌
舞
髄
脳
記
の
解
題

の
中
に
於
て
、
逸
早
く
考
へ
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
十
六
部
集
中
に

覚
習
条
々
と
い
ふ
名
の
下
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
い

ふ
事
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
文
学
昭
和
九
年
二
月
号
に
於
て
、
齋
藤
香
村
氏
が
研
究
を

発
表
せ
ら
れ
る
ま
で
は
不
明
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
十
六
部
集
中
の
覚
習
条
々

（
こ
れ
は
吉
田
博
士
の
命
名
で
あ
る
）
は
、
花
鏡
の
中
の
、
最
初
の
三
条
（
一
調
二

機
三
声
・
動
十
分
心
動
七
分
身
・
強
身
動
宥
足
踏
強
足
踏
宥
身
動
の
三
条
）
が
欠

け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
齋
藤
氏
に
よ
つ
て
報
告
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
次
で
、

花
鏡
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川
瀬
一
馬
氏
は
安
田
文
庫
の
収
蔵
に
帰
し
た
齋
藤
本
花
鏡
の
全
文
を
雑
誌
椎
園
に

発
表
し
、
吉
田
博
士
校
訂
十
六
部
集
本
と
の
異
同
を
校
合
註
記
し
、
且
つ
、
花
鏡

全
体
に
関
す
る
研
究
を
も
発
表
せ
ら
れ
、
こ
れ
等
は
安
田
文
庫
よ
り
発
行
せ
ら
れ

た
花
鏡
と
い
ふ
小
冊
子
の
中
に
全
部
揖
録
せ
ら
れ
た
。
か
く
て
、
花
鏡
の
完
き
姿

は
吾
人
の
前
に
提
示
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
尚
、
最
近
田
中
允
氏
の
入
手
せ
ら
れ

た
華
伝
書
と
題
す
る
写
本
の
中
に
、
こ
の
花
鏡
の
殆
ど
全
部
（
最
初
の
二
ケ
条
だ

け
を
欠
い
て
ゐ
る
）
が
混
入
し
て
綴
ぢ
ら
れ
て
居
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
目
下
は
三

通
り
の
花
鏡
の
本
文
が
我
々
に
示
さ
れ
る
に
到
つ
た
の
で
あ
る
。

　

花
鏡
の
成
立
に
関
し
て
は
、
完
本
花
鏡
の
奥
書
に
、
応
永
卅
一
年
六
月
の
奥
書
が

あ
る
事
に
よ
つ
て
、
世
阿
弥
六
十
二
歳
の
時
に
は
完
成
し
て
居
た
事
が
知
り
得
ら
れ

る
が
、
そ
の
内
容
の
条
々
は
、
奥
書
に
「
此
花
鏡
一
巻
、
世
阿
私
に
四
十
有
余
よ

り
老
後
ニ
至
ま
で
、
時
々
浮
ム
所
ノ
芸
得
、
題
目
六
ケ
条
、
事
書
十
二
ケ
条
、
連
続

為
レ
書
、
芸
跡
ト
シ
テ
残
所
也
」
と
あ
る
記
事
よ
り
し
て
、
世
阿
弥
の
四
十
歳
以
後
自

得
し
た
所
の
も
の
で
あ
り
、
且
つ
比
較
的
に
長
い
期
間
に
亙
つ
て
、
漸
次
に
整
備
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
又
、
観
世
家
に
伝
へ
ら
れ
て
ゐ

る
「
花
習
内
抜
書
・
序
破
急
事
」
と
い
ふ
伝
書
の
奥
書
に
よ
つ
て
も
証
し
得
る
。
こ

の
伝
書
は
、
花
鏡
の
中
の
「
序
破
急
事
」
と
、
大
体
一
致
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
字

23



句
の
異
同
が
あ
る
程
度
の
差
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
書
に
、

抜
書
一
ケ
条
分
　
已
上

此
本
書
花
習
内
題、

目、

六、

ケ、

条、

・
事、

書、

八、

ケ、

条、

也、

。
此
序
破
急
段
、
事
書
内
一
ケ
条

ナ
リ
。
外
見
不
レ
可
レ
有
、
秘
伝
々
々
。

応
永
廿
五
年
二
月
十
七
日

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。花
鏡
の
内
容
は
題
目
六
ケ
条
・
事
書
十
二
ケ
条
で
あ
る
こ
と
は
、

前
に
記
し
た
奥
書
で
知
ら
れ
る
が
、
花
鏡
と
花
習
と
の
相
違
は
、
事
書
の
部
に
於

て
四
ケ
条
だ
け
花
鏡
の
方
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
よ
り
考
へ
て
、
花
鏡
は
応
永

二
十
五
年
の
頃
に
は
、
既
に
花
習
の
体
裁
（
題
目
六
ケ
条
・
事
書
八
ケ
条
）
に
ま

で
ま
と
め
ら
れ
、
且
つ
そ
の
名
が
花
習
と
名
付
け
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
事
を

知
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、こ
れ
が「
花
鏡
」と
い
ふ
名
を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
の
は
、

応
永
二
十
八
年
七
月
の
奥
書
を
有
す
る
二
曲
三
体
絵
図
の
中
に
、

花
鏡
云
、「
先
其
物
能
成
、
後
其
態
能
似
」
是
也
。
忘
る
べ
か
ら
ず
。

花
鏡
云
、「
身
強
動
足
宥
踏
、足
強
踏
身
宥
動
」と
。
身
動
足
踏
の
生
曲
の
出
所
な
り
。
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と
あ
つ
て
、
花
鏡
云
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
事
よ
り
し
て
、
応
永
二
十
八
年
に
は
此
の
名

を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
た
事
が
知
り
得
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
の
応
永
二
十
八
年
に
既

に
内
容
に
於
て
、
事
書
十
二
ケ
条
に
ま
で
ま
と
め
終
ら
れ
て
ゐ
た
か
否
か
は
、
尚
た

し
か
に
断
言
し
得
る
資
料
は
な
い
。
名
称
が
改
め
ら
れ
て
ゐ
る
点
よ
り
し
て
、
現

存
花
鏡
の
体
裁
通
り
の
も
の
が
出
来
上
つ
て
居
た
で
あ
ら
う
と
想
像
す
る
事
も
可

能
で
あ
る
が
、
奥
書
に
応
永
三
十
一
年
と
あ
る
点
よ
り
し
て
、
最
後
的
完
成
は
応

永
三
十
一
年
で
あ
る
と
考
へ
る
事
も
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
内
容
は
、奥
書
に「
時
々

浮
む
所
の
芸
得
、
題
目
六
ケ
条
事
書
十
二
ケ
条
、
連
続
書
と
な
し
、
芸
跡
と
し
て

残
す
所
」
と
あ
る
如
く
、
適
宜
に
ま
と
め
た
も
の
と
思
は
れ
て
、
花
伝
書
ほ
ど
の

体
系
的
な
組
織
は
具
へ
て
居
な
い
。
而
し
て
こ
の
花
鏡
は
、
世
阿
弥
が
嫡
男
元
雅
に

相
伝
し
た
秘
書
で
あ
つ
た
事
は
、
観
世
家
蔵
の
「
四
季
祝
言
」
と
称
す
る
書
の
末

尾
に
朱
墨
を
以
て

花
鏡
ハ
元
雅
十
郎
相
伝
、
三
道
ハ
元
能
七
郎
愚
身
相
伝
、
此
両
状
二
札
ト
モ
有
マ
ジ
キ
由

申
サ
レ
シ
ヲ
…
…
。

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
記
事
に
よ
つ
て
、
明
か
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
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次
に
あ
げ
る
本
文
は
、
吉
田
博
士
の
校
註
本
を
本
文
と
し
、
川
瀬
一
馬
氏
に
よ

つ
て
覆
刻
せ
ら
れ
た
安
田
本
と
田
中
允
氏
蔵
本
と
に
よ
つ
て
、
相
違
す
る
点
を
考

異
の
項
に
記
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
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